
冬の甲佐路を駆け抜ける
【表紙】第48回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会
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山椒で地域を元気に！
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人のうごき（11月30日現在）

総人口

　１０，１５６人　男 4,881人／女 5,275人

前月比

　＋４人　　　　　男 ＋２／女 ＋２

　○出生　　 ２人 　○死亡　　12人
　○転入　　25人 　○転出　　11人

総世帯数

　４，４５４世帯　　前月比　＋10

町からの情報をお届けしています

━━━━  表紙の写真 ━━━━

12月３日（日）第48回熊本
甲 佐10マ イ ル 公 認 ロ ー ド
レース大会が開催されました。
写真は10マイルの部の選手
たちです。選手たちの走りを
目の当たりにすると、とても
速くカメラが追いつかない部
分もあり自身の撮影技術の未
熟さを感じました。

ウェブサイトメールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）
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新年のごあいさつ
　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
庭
で
輝
か
し
い
良
き
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
か
ら
、
甲
佐
町
長
と
し
て
の
重
責
を
担

う
こ
と
と
な
り
、
改
め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
強
く

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
強
い

信
念
と
情
熱
を
も
っ
て
、
職
員
と
共
に
力
を
合
わ
せ
、

一
緒
に
な
っ
て
汗
を
か
き
「
甲
佐
町
の
活
力
に
満
ち

た
未
来
を
築
く
」
と
い
う
大
命
題
に
向
け
、「
誠
実
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
甲
佐
愛
」
を
信
念
に
政
策
の
実
現
に

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
本
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

あ
ゆ
ま
つ
り
や
産
業
文
化
祭
に
お
き
ま
し
て
も
、
昔

の
に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今

後
も
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
定
住

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、
誰
も
が
住
み

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り

良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り
甲
佐
町
議
会
を
代
表

し
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
期
待

と
希
望
を
も
っ
て
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
町

議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
本
町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
、
３
月
か
ら
は
11
人
の
議
員
に
よ
り
、
町
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
気
持
ち
を

も
っ
て
議
会
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
甲
斐
町
長
が
就
任
さ
れ
、

新
た
な
町
政
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
甲
斐
町
政
の
も
と
、
人
口
減
少
、

超
高
齢
社
会
に
な
る
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
需
要

回
復
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
も
た
ら
し
た
物
価
上
昇

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
町
民
の
皆
様
の

代
表
で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
、
町
民
の
皆
様
の

声
に
耳
を
傾
け
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
で
、
幸
せ
な

日
々
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
文
化
の
振
興
、

文
化
財
保
護
な
ど
本
町
教
育
行
政
に
温
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

２
年
近
く
続
く
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

加
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
闘
も
勃
発
し
ま

し
た
。
昨
年
５
月
に
は
感
染
症
法
上
、
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、

戻
っ
て
き
た
従
来
の
諸
活
動
は
持
続
可
能
な
形
に

「
改
善
」
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
も
変
化
へ
の

対
応
が
必
要
で
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
小
中
一
貫
し
て
、
た
く
ま
し
い

体
、
豊
か
な
心
を
基
盤
と
し
た
確
か
な
学
力
を
育
む

支
援
を
し
ま
す
。
現
在
各
校
の
授
業
で
児
童
生
徒
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
主
体
的
に
活
用
し
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

本
年
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
学
力
向
上
の
中
核
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
社
会
教
育
、
社
会
体
育
関
係
で
は
、

特
に
陣
ノ
内
城
跡
の
保
存
活
用
計
画
の
進
展
と
熊
本

甲
佐
総
合
運
動
公
園
の
利
活
用
の
促
進
を
重
点
課
題

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
町
民
の
生
涯
教
育
を
支
え
、

豊
か
な
地
域
文
化
と
文
化
財
な
ど
を
大
切
に
守
り
育

み
、「
甲
佐
岳
の
如
く
志
高
く
、
緑
川
の
如
く
勢
い

と
潤
い
の
あ
る
甲
佐
の
教
育
」
が
進
む
こ
と
を
祈
念

し
な
が
ら
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

甲佐町長

甲
か い

斐 高
こ お し

士

甲佐町議会議長

宮
みやもと

本 修
しゅうじ

治

甲佐町教育長

田
たのうえ

上 浩
ひ ろ き

輝
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■
宮
内
地
区
復
興
の
た
め
に

　

平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
、

同
６
月
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受

け
た
宮
内
地
区
の
農
地
で
新
た
な

特
産
物
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

平
成
31
年
３
月
に
宮
内
地
区
山
椒

生
産
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
１
月
に
地
域
に
元
気

を
取
り
戻
そ
う
と
集
ま
っ
た
地
元

農
家
20
人
で
ぶ
ど
う
山
椒
の
栽
培

を
本
格
的
に
開
始
。
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
ぶ
ど
う
山
椒
の
苗

木
４
０
０
本
を
植
栽
。
４
年
目
を

迎
え
、
栽
培
面
積
は
、
１
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
ま
で
拡
大
し
、
収
穫
量

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
の
事
業
所
の
協
力

で
ぶ
ど
う
山
椒
の
苗
木
を
増
や
す

活
動
も
始
ま
っ
て
お
り
、
町
全
体

で
山
椒
栽
培
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

山
椒
甲
佐
産
地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

山
椒
で
地
域
を
元
気
に
！

宮内地区山椒生産組合

佐藤 直樹 さん

　香辛料や漢方薬など広く使われる山椒の産地化を目指す宮内地区山椒生産組合
が、地域活性化につなげようと植樹を始めて約４年。同組合は町や漢方薬大手

「（株）ツムラ」と連携し、産地化への一歩を踏み出しました。今後、町内全域で
の生産拡大を模索し、地域活性化につなげていきます。

■
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
に

　
最
適
な
山
椒
に
活
路

　

山
椒
は
宮
内
地
区
で
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
生
産

農
家
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。

　

直
径
５
㍉
ほ
ど
の
実
を
付
け
る

山
椒
は
実
が
軽
い
た
め
、
高
齢
者

で
も
手
作
業
で
収
穫
で
き
、
里
山

で
課
題
に
な
っ
て
い
る
鳥
獣
被
害

が
比
較
的
少
な
い
で
す
。

　

ま
た
、
山
椒
の
需
要
は
高
ま
っ

て
い
る
な
か
、
国
産
の
山
椒
の
収

穫
量
は
少
な
く
、
国
内
に
競
合
す

る
産
地
が
少
な
い
点
な
ど
に
勝
算

を
見
出
し
ま
し
た
。

　

手
探
り
で
始
め
た
山
椒
栽
培
が

少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
山
椒
事
業
が
地
域
の
復

興
や
耕
作
放
棄
地
の
改
善
に
つ
な

が
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

▲宮内地区で収穫された山椒 ▲平成28年６月豪雨災害で被害を受けた宮内地区の家屋

宮内地区山椒生産組合

田上 菊夫 組合長
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■
山
椒
を
使
っ
た
商
品
が

　
町
内
各
所
で
！

　
山
椒
は
本
町
特
産
の
ア
ユ

や
ウ
ナ
ギ
と
の
相
性
が
良
い

だ
け
で
な
く
、
近
年
は
西
洋

料
理
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
に
も

利
用
の
幅
が
広
が
っ
て
お
り
、

地
域
活
性
化
の
ス
パ
イ
ス
と

し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
宮
内
地
区
山
椒
生
産
組
合

で
は
、
栽
培
と
並
行
し
て
、

加
工
品
や
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に

も
着
手
。
町
の
委
託
を
受
け
、

宮
内
地
区
で
栽
培
さ
れ
た
山

椒
や
他
県
か
ら
取
り
寄
せ
た

山
椒
で
町
内
の
飲
食
店
な
ど

と
試
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
甲
佐
町
農
産
物
直

売
所
「
ろ
く
じ
館
」
で
は
、

宮
内
地
区
の
加
工
グ
ル
ー
プ

が
作
っ
た
粉
末
状
の
山
椒
や

山
椒
を
使
っ
た
塩
、
ラ
ー
油

な
ど
の
加
工
品
を
販
売
中
。

　
町
内
の
飲
食
店
に
は
、
山

椒
入
り
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

を
提
供
す
る
店
や
、
照
り
焼

き
チ
キ
ン
や
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
、

カ
ク
テ
ル
な
ど
に
山
椒
を
使

用
す
る
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
店
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

■
山
椒
や
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
を

　
栽
培
し
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
山
椒
を
栽
培
す
る

農
業
関
係
者
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　
株
式
会
社
ツ
ム
ラ
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
、
契
約

栽
培
に
よ
る
山
椒
や
ミ
シ
マ

サ
イ
コ
な
ど
の
生
薬
生
産
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
山
椒
栽
培
に
興
味
が
あ
る

人
は
町
農
政
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　11月12日（日）町生涯学習センター・ホールで甲
佐町と宮内地区山椒生産組合と株式会社ツムラとの包
括連携協定締結式が行われました。
　３者は宮内地区だけでなく町内全域に山椒の栽培を
広げ、地域活性化につなげる目的として包括連携協定
を締結しました。
　今後は協定書に基づき、本町の被災農地や耕作放棄
地の活用や、山椒やミシマサイコなどの生薬栽培を通
じた新たな地域雇用の創出に向けて取り組んでいきま
す。
　甲斐町長は「町も協力し、山椒の収穫の拡大や産地
化を進めて、地域活性化や雇用促進の増加に期待した
いです」と話しました。

山椒の産地化へ
宮内地区、ツムラ、町が連携協定

　12月６日（水）町生涯学習センター・ホールでツム
ラ株式会社との山椒契約栽培などに関する説明会が実
施され、町内の農家など約40人が参加しました。
　同説明会は、町内の山椒とミシマサイコの生産拡大
を目的にツムラ株式会社と宮内地区山椒生産組合が共
催。山椒の栽培方法や適地などの説明が行われました。

町内説明会に多くの参加者

町では山椒の栽培や商品開発を応援しています！

▲山椒栽培の注意点を説明する宮内地区山椒生産組合の佐藤直樹さん

▲包括連携協定を結んだ（左から）宮内地区山椒生産組合の田上組合長、
甲斐町長、ツムラ生薬本部の平手本部長

▲令和５年夏に大きな実を付けた宮内地区の山椒

　【お問い合わせ先】
　町農政課　
　☎096-234-1176
　　（内線１５４）

▲ろくじ館で販売している
　山椒を使った加工品

❖特集　山椒甲佐産地化プロジェクト
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12
月
３
日
（
日
）、
第
48
回
熊

本
甲
佐
10
マ
イ
ル
公
認
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
、
熊
本
陸
上
競
技
協
会
、
熊

本
日
日
新
聞
社
、
熊
本
バ
ス
株
式

会
社
が
主
催
。
町
役
場
前
を
発
着

点
と
す
る
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

で
実
施
。
５
部
門
に
４
６
８
競
技

者
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
10
マ
イ
ル
の

部
ス
タ
ー
ト
前
の
午
前
11
時
の
天

候
は
晴
れ
、
気
温
12
・
７
度
、
北

西
の
風
０
・
９
㍍
。

　

10
マ
イ
ル
一
般
競
技
者
の
部
は
、

浅
井
皓
貴
（
順
天
堂
大
）
が
日
本

学
生
最
高
タ
イ
ム
で
優
勝
。
国
際

競
技
者
の
部
は
、
カ
マ
ウ
パ
ト

リ
ッ
ク
（
上
武
大
）
が
優
勝
。
高

校
男
子
10
㌔
の
部
は
増
永 

一
心

（
開
新
高
）、
中
学
男
子
５
㌔
の
部

は
藤
井
雄
大
（
宮
崎
・
住
吉
中
）、

女
子
５
㌔
の
部
は
南
雲
栞
理
（
肥

後
銀
行
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

新
人
賞
は
一
般
の
部
３
位
の
牧

瀬
圭
斗
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
）

が
受
賞
し
、
敢
闘
賞
は
一
般
の
部

１
位
の
浅
井
皓
貴
（
順
天
堂
大
）

と
女
子
の
部
１
位
の
南
雲
栞
理

（
肥
後
銀
行
）
が
獲
得
。
女
子
の

部
中
学
生
上
位
６
人
に
授
与
さ
れ

る
女
子
敢
闘
賞
は
、
中
学
１
位
の

藤
田
優
空
（StarLightA

C

）
以

下
６
位
ま
で
が
受
賞
。
本
町
出
身

者
が
対
象
の
地
元
競
技
者
賞
は
、

48th Kumamoto Kosa 10miles Roadrace

日本学生最高タイム誕生
第48回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会第48回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会

12月３日（日）町役場発着・日本陸連公認コース12月３日（日）町役場発着・日本陸連公認コース

日本学生最高タイム誕生
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中
学
男
子
の
部
の
坂
下
湧
信
（
甲

佐
中
・
世
持
区
）
と
薮
田
舷
希

（
同
・
芝
原
区
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

❖
大
会
結
果

❖
10
マ
イ
ル
一
般
競
技
者
の
部

❶
浅
井
皓
貴
（
順
天
堂
大
）
46
分

05
秒
❷
古
賀
淳
紫
（
安
川
電
機
）

46
分
08
秒
❸
牧
瀬
圭
斗
（
ト
ヨ
タ

自
動
車
九
州
）
46
分
19
秒
、
出
場

者
１
３
３
人

❖
10
マ
イ
ル
国
際
競
技
者
の
部

❶
カ
マ
ウ
パ
ト
リ
ッ
ク
（
上
武

大
）
45
分
46
秒
❷
メ
ヤ
ン
ク
レ
オ

フ
ァ
ス
カ
ン
デ
ィ
エ
（
三
菱
重

工
）
45
分
47
秒
❸
マ
ゴ
マ
ベ
ヌ
エ

ル
モ
ゲ
ニ
（
安
川
電
機
）
46
分
32

秒
、
出
場
者
８
人

❖
高
校
男
子
10
㌔
の
部

❶
増
永
一
心
（
開
新
高
）
30
分
08

秒
❷
梅
田
流
磨
（
同
）
30
分
20
秒

❸
椙
山
一
颯
（
九
州
学
院
高
）
30

分
22
秒
、
出
場
者
59
人

❖
中
学
男
子
５
㌔
の
部

❶
藤
井
雄
大
（
宮
崎
・
住
吉
中
）

15
分
26
秒
❷
中
村
天
茶
（
フ
ィ

オ
ー
レ
Ａ
Ｃ
）
15
分
40
秒
❸
渕
上

颯
大
（
津
奈
木
中
）
15
分
43
秒
、

出
場
者
72
人

❖
女
子
５
㌔
の
部

❶
南
雲
栞
理
（
肥
後
銀
行
）
16
分

24
秒
❷
坂
川
恋
露
（
鹿
児
島
銀

行
）
16
分
29
秒
❸
高
江
友
姫
（
肥

後
銀
行
）
16
分
42
秒
、
出
場
者
83
人

◆写真右・熊本甲佐10マイル公認ロードレー
　ス大会で勢いよく走り出した10マイル一
　般競技者の部と国際競技者の部のランナー
◆写真左上・先頭を引っ張るナンバーカード
　31番の南雲栞理選手（女子の部優勝）
◆写真左中・中学男子の部で甲佐中の生徒た
　ちが力走をみせる
◆写真左下・高校男子の部で優勝を果たした
　ナンバーカード1048番の増永一心選手

◆ 第48回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会
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▲田中代表取締役（左）に感謝状を手渡す師富副町長 ▲全国大会で銀賞を受賞した左座さん親子の合唱

　11月14日（火）町本庁舎で本町へ寄附いただいた
株式会社モアコンセプト（田中慎二代表取締役）に感
謝状が贈られました。今回、同社からいただいた寄附
金は、安定した「しごと」を創出する基盤づくりや関
係人口の創出と定住促進などを基本目標とする「甲佐
町まち・ひと・しごと創生推進計画」に基づく事業の
ために活用します。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

　11月12日（日）東京都で開催された第38回童謡こ
どもの歌コンクールグランプリ大会に左座守さん・由
紀さん・彩音さん・彰さん（下田口区）が家族で出場
し、大人の部で銀賞を受賞しました。左座守さんは

「大舞台で緊張しましたが、家族みんなでいつもどお
りの合唱ができました。機会があれば、今後も大会に
挑戦したいです」と話しました。

左座さん親子が全国大会で銀賞
第38回童謡こどもの歌コンクールグランプリ大会

こうさ の 話題
▼人権啓発のパレードを行う参加者の皆さん

　12月４日（月）から10日（日）にかけて、令和５
年度甲佐町「人権週間」が実施されました。
　同週間は、同実行委員会（沼田峰子委員長）、町、
町教育委員会が共催。部落差別（同和問題）をはじめ
とするあらゆる人権問題の解決や、基本的人権の尊重、
町民の人権意識の高揚を図ることを目的に、毎年実施。
　期間中は、人権（法律）相談の開設、街頭や企業訪
問による人権啓発広報活動の実施、書道など人権作品
の展示も行われました。
　12月９日（土）町生涯学習センター・ホールで第
41回甲佐町人権週間町民集会を開催。約140人が参
加し、町内の児童・生徒による人権作文や体験活動の
発表などがありました。
　同集会では、真和中学・高等学校情報科講師の戸田
俊文さんが「インターネットと子どもの人権～ネット
社会をかしこく豊かに生きるために～」という演題で
講演。終了後は、市街地をパレードして人権啓発を呼
び掛けました。

人権の理解を深める
令和５年度甲佐町「人権週間」

▲インターネットによる人権侵害
　について講演した戸田俊文さん

▲乙女小児童たちが今年度行った
　人権に関する取り組みを発表

8広報 こうさ 2024.1
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こうさの旬な情報を発信！

▲今回、コミュニティ助成事業で整備されたテント

　有安区自主防災会（金森清美会長）では、コミュニ
ティ助成事業を活用し、災害時の避難所の受付や炊き
出しに使えるテントなどを整備しました。コミュニ
ティ助成事業は、地域住民が自主的に結成した組織の
防災活動を支援することを目的に（一財）自治総合セ
ンターが実施。宝くじの社会貢献広報事業として、宝
くじ受託事業収入を財源に実施しています。

いざというとき備えて
有安区自主防災会がコミュニティ助成事業を活用

▲天体望遠鏡で星の観察を行う参加者の皆さん

　12月８日（金）乙女小学校で星の観察会が開催さ
れました。星の観察会は、星空の観察をとおして自然
や宇宙の神秘に触れてもらうことを目的に甲佐町青少
年健全育成町民会議（甲斐高士会長）と町教育委員会
が実施。参加した子どもたち34人は天文家の坂本敏
博さん（上田口区）の説明を聞きながら天体望遠鏡で
土星や木星などを観察しました。

子どもたちが星を観察
乙女小学校で星の観察会を開催

▲甲斐町長（左）が福井事務所長に要望書を提出

　11月17日（金）本町を貫流する一級河川・緑川の管
理を行う国土交通省熊本河川国道事務所に対して、堤防
の整備などの河川整備促進について要望活動を行いま
した。甲斐高士町長は「気候変動によって激甚化する水
災害に対し、緑川沿川における地域住民の安心・安全な
暮らしを守るために河川整備の促進をお願いいたしま
す」と述べ、要望書を福井事務所長に手渡しました。

緑川の河川整備の促進を
国土交通省に町が堤防整備などを要望

▲バスの乗車体験を行う子どもたち

　11月26日（日）町民センターで令和５年度「子ど
もふれあいデー」が開催されました。同イベントは、
子どもたち同士のふれあいを通して、児童らに優しい
心や協調性を育んでもらうことを目的に町が開催。参
加した子どもたちは、熊本バス株式会社の協力のもと
行われた公共バスへの乗車体験や射的ゲーム、ペタン
ク、綿菓子づくりなどを通した交流を楽しみました。

バス乗車体験楽しかった！
令和５年度「子どもふれあいデー」

9 広報 こうさ 2024.1
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　新年あけましておめでとうござい
ます。
　昨年は、甲佐町フィットネスセン
ターをご利用いただき、誠にありが
とうございました。本年も、皆様の

健 康 を 応 援
し、 皆 様 に
ご 満 足 い た
だ け る サ ー
ビ ス を 提 供
できるよう、
努 力 し て ま
い り ま す。
ど う ぞ よ ろ

しくお願い申し上げます。
　１月９日（火）から31日（水）
まで、インボディ測定会を実施しま
す。１月太り解消に向けて、まずは
身体状態を測定してみませんか？
●インボディ測定会
　30秒で体組成が分かる機器で測
定することで、筋肉量、体脂肪、四
肢の筋肉量などがわかります。測定
結果をもとに、目標やニーズに合わ
せて、最適なトレーニングアドバイ
スを提供します。
▶測定料金
　５５０円

Health
出口 萌 さん
( 保健師 )健康だより

歯科検診を受けましょう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲甲佐町フィットネスセンターで実施する
インボディ測定会にぜひお越しください

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
正月太りは過去の話！新年の抱負は運動で決まり！

今月の紹介者

　皆さんは歯科検診を受けていますか ? 初期のむし歯
や歯周病は自覚症状がなく、自分では気付きにくいもの
です。歯科検診を受けて、口腔内の状態を確認しましょ
う。
●歯科検診って何するの？
　歯科検診では、口の中を見てむし歯や歯周病などがな
いか、歯ぐき（歯周ポケット）のチェック、染め出しや
ブラッシング指導、歯垢・歯石取りなどを行います。定
期的に歯科検診を受けることで、むし歯や歯周病の予防
ができます。また、むし歯や歯周病があっても初期の段
階で見つけることができるため、治療の回数が少なく治
すことができます。
●むし歯や歯周病を放置すると？
　むし歯や歯周病を放置すると、口腔内だけでなく全身

に影響が及びます。
糖尿病や動脈硬化、
心筋梗塞、誤嚥性肺
炎などに関与すると
言われています。ま
た、妊婦さんはホル
モンバランスの変化

や、つわりの影響で歯周病にかかりやすく、歯周病にか
かると早産や低体重出生児のリスクが高くなると言われ
ています。
●赤ちゃんにむし歯をうつしてしまう ?
　生まれたばかりの赤ちゃんの口の中にはむし歯菌はい
ませんが、両親や祖父母などむし歯菌を持っている家族
の唾液を介してうつってしまいます。家族みんなでむし
歯や歯周病を治して、口腔内をきれいにすることが大切
です。そして赤ちゃんが生まれてからは、食器の共有や
食べ物を冷ますために息をかけるなど、むし歯菌が赤ち
ゃんの口の中に入るようなことは控えましょう。
　歯科検診を受けることは大切ですが、日頃のセルフケ
アを行うことも大切です。毎食後のブラッシング、フロ
スなどの補助具の使用、だらだら食べをしない、甘いも
のを食べる頻度を減らすことなどに気を付け、口腔内を
清潔に保ち、むし歯・歯周病を予防しましょう。

●お問い合わせ先
　町健康推進課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711

10広報 こうさ 2024.1
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月　日 当番医 電話番号

１月１日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

１月２日 谷 田 病 院 096-234-1248

１月３日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

１月７日 谷 田 病 院 096-234-1248

１月14日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

１月21日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

１月28日 谷 田 病 院 096-234-1248

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

５日（金） 　身体測定（身長・体重）

10日（水） 　凧を作ろう

12日（金） 　お散歩

15日（月） 　小麦粉粘土遊び

17日（水） 　砂場遊び

19日（金） 　おやつ作り（要予約）

22日（月） 　空飛ぶリボン

24日（水） 　ねじブロック遊び

26日（金） 　製作（節分）

29日（月） 　鬼のお面作り

31日（水） 　パズル遊び
 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

本村 優
ゆ の

乃 ちゃん（３歳）
　父・真史 さん　
　母・まみ さん　（浅井区）

　「ありがとう」といつも思いやりの
　　言葉をかけてくれてありがとう！

　 ４か月児健診

　　１月18日（木）　午前９時

　　２月15日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　１月18日（木）　午前10時

　　２月15日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　２月２日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　１月９日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　２月16日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　１月９日（火）　午後１時20分

１月・２月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　１月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

11 広報 こうさ 2024.1
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■
「
一
年
の
行
事
」
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

　

日
本
に
は
季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
や
記
念
日
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
一

つ
に
意
味
が
あ
り
、
人
々
の
願
い
や
感
謝
、

生
活
の
知
恵
が
あ
り
ま
す
。
行
事
の
由
来

や
風
習
を
知
る
こ
と
で
、
よ
り
行
事
を
楽

し
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

図
書
室
で
は
年
中
行
事
に
関
す
る
児
童

書
や
絵
本
の
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
紹

介
し
て
い
ま
す
。
大
人
が
読
ん
で
も
興
味

深
く
、
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
一
年
の
初
め
に
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

１
月
11
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　

お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

手間いらずの多年草で長く続けられるロ
ーメンテナンスガーデニングを紹介。作
業を効率的にすませる工夫、作業のタイ
ミング、便利な雑貨や道具などを、実例
写真をつけてわかりやすく解説する。春
夏秋冬の庭を楽しみましょう。

テレビ局員・守屋は、祖母の遺品である
絵を使って「たった一枚の展覧会」を企
画したいと相談され、絵を描いた謎の画
家の正体を探り始める。一枚の不思議な

「絵」の謎を追い、令和から昭和、大正へ。
ある一族の真実とは…。

妻の末期がん闘病中、家族は会話もしな
くなり最悪の状態に。そのとき保護犬を
飼うことをすすめられ、出会ったのが

「福」。絶望しかなかった小林家に、殺処
分寸前だった「福」がもたらしたのは、「笑
顔」と「生きようとする力」だった。

1944 年、ナチ体制下のドイツ。父を処
刑されて居場所を無くした少年は、体制
に抵抗しヒトラーユーゲントに闘いを挑
むエーデルヴァイス海賊団の少年少女に
出会う。「究極の悪」に反抗した彼らの
物語に感情を揺さぶられる 1 冊。

危険な生物との死闘、恐ろしい自然の脅
威、食にまつわる危機一髪…。アウトド
アで思わぬアクシデントにより絶体絶命
のピンチに遭遇し、そこから奇跡的に生
還した 55 人の体験談。生死を分けた一
瞬の判断に息をのむ１冊。

小説 一般図書

この世をば（上・下）
　永井 路子 著／朝日新聞出版

長く続けられる美しい庭づくり
　青木 純子 著／主婦の友社

なれのはて
　加藤 シゲアキ 著／講談社

歌われなかった海賊へ
　逢坂 冬馬 著／早川書房

妻が余命宣告されたとき、僕は保護犬を飼うことにした
　小林 孝延 著／風鳴舎

絶体絶命アウトドア体験談55
　つり人社書籍編集部 編／つり人社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

姉・詮子、正妻・倫子、そして紫式部…。
多くの賢女たちに恵まれ、藤原氏一強を
確立させた平安の寵児・藤原道長。青年
期からの道長を人間味豊かに描き、その
生涯を通して平安王朝の権力闘争の葛藤
と虚栄を描いた歴史小説。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲「一年の行事」コーナーにぜひお越しください
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■
令
和
5
年
度
甲
佐
町
学
校
人
権
教
育

　

部
会
授
業
研
究
会
が
開
催

　

11
月
1
日
（
水
）
甲
佐
中
学
校
、
乙
女
小

学
校
、
20
日
（
月
）
甲
佐
小
学
校
で
「
甲
佐

町
学
校
人
権
教
育
部
会
授
業
研
究
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
教
職
員
の
基
本
的
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
各
学
校
間
の
連
携
を
深

め
、
甲
佐
町
内
に
お
け
る
人
権
教
育
の
充
実

と
発
展
に
資
す
る
た
め
に
町
教
育
委
員
会
と

甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
が
開
催
。
参

加
し
た
学
校
関
係
者
は
生
徒
た
ち
の
人
権
に

関
す
る
授
業
を
見
学
し
た
後
、
研
究
協
議
で

人
権
教
育
に
関
す
る
指
導
方
法
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

同
研
究
に
参
加
し
た
先
生
は
「
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
差
別
へ
の
考
え
方
を
改

め
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」、「
協
力
者
の
先

生
の
話
か
ら
、
改
め
て
自
分
の
差
別
心
と
向

き
合
い
、
学
び
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
目
の
前
の
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
反
差

別
の
仲
間
の
一
員
と
な
っ
て
い
き
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

■
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

　

学
校
で
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

人
権
意
識
を
培
い
差
別
意
識
の
解
消
に
向
け

た
人
権
教
育
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
と
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進

協
議
会
で
は
今
後
も
学
校
と
連
携
し
、
人
権

教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
４
）

▲甲佐町学校人権教育部会授業研究会で人権に関する
　授業を行う甲佐小学校の先生

人
権 

〜
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
〜

部
落
差
別
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て

　9月26日（火）、熊本市の本妙寺（加藤清正の廟所
（びょうしょ））境内にて行われた、熊本県文化財保護
協会主催の「タンポ作りと拓本（たくほん）とり」の
研修会に参加しました。
　同研修会の歴史は古く、昭和48年、山鹿の装飾古墳
での拓本とり時に参加者が誤って古墳内の対象物に直
接墨液を塗るという失態があったことから、「正式な拓
本の取り方を習得しなければならない」ということで、
昭和49年から毎年実施され、来年には50周年を迎える
に至っているようです。
　今回は、講師に熊本県文化財保護審議委員・玉名市
文化財保護審議会会長の前川清一先生が当たられ、県
内の文化財保護委員９名が受講しました。
　タンポとは、拓本をとる際に対象物に和紙を貼り、
ポンポンとたたきながら墨液を付けていく道具です。
40分程で各自２個のタンポを作成しました。
　タンポ作成後、境内にある記念塔・石碑などに刻ま

れた文字、紋様に霧吹きで水を吹きかけながら和紙を
貼り付け、タンポでたたきながら墨液を付着させて文
字や紋様を写しとります。これを拓本といいます。
　自我自賛ではありますが、初めての拓本とりではあ
りましたが良くできたと思っています。
　今回の成果を町内に存在する石碑等の拓本とりに活
かしていきたいと思います。

「タンポ作りと拓本とり研修会」文 化 財 探 訪

◀
同
研
修
会
で
作
成
し
た
タ
ン
ポ（
右
）

　

と
拓
本
す
る
参
加
者

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線324）

町文化財保護委員　北里 義友（津志田区）

～第119回～
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■
12
月
６
日
か
ら
冬
季
営
業
中

　
「
甲
佐
町
や
な
場
」
の
冬
季
営
業
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
営
業
は
５
月
ま

で
の
予
定
。
温
か
い
御
膳
で
皆
さ
ま

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
冬
季
メ
ニ
ュ
ー
（
税
込
）

・
や
な
場
御
膳
（
竹
）
３
３
０
０
円

・
や
な
場
御
膳
（
簗
）
３
５
０
０
円

　

小
鉢
盛
り
合
わ
せ
、
お
刺
身
、
白
飯
、

汁
物
、
香
物

　

メ
イ
ン
料
理
（
竹
）：
天
草
産
鯛
の

ア
ラ
炊
き
、
豚
の
角
煮
と
白
菜
の
蒸

し
煮
、
甲
佐
産
天
然
鮎
の
フ
ラ
イ
の

い
ず
れ
か
１
品

　

メ
イ
ン
料
理
（
簗
）：
玄
界
灘
で
採

れ
た
フ
グ
の
唐
揚
げ
、
山
都
産
鹿
の

カ
ツ
レ
ツ
、
あ
か
牛
（
そ
う
牛
）
の

牛
カ
ツ
の
い
ず
れ
か
１
品

・
小
鉢
御
膳
２
８
０
０
円

　

小
鉢
盛
り
合
わ
せ
、
お
刺
身
、
炊

き
込
み
ご
飯
、
汁
物
、
香
物

※
う
な
ぎ
御
膳
や
お
子
様
セ
ッ
ト
な

　

ど
も
あ
り
ま
す
。

▼
営
業
時
間

・
昼
営
業

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
４
時

・
夜
営
業
（
完
全
予
約
制
）

　

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

▼
定
休
日

　

火
曜
日

　

詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
に
な
る
か
甲
佐
町
や
な
場
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
や
な
場

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
２
５

　
▲やな場御膳（竹）メイン料理：豚の角煮と白菜の蒸し煮

夏
と
は
違
う
冬
の
や
な
場
を

体

験

し

ま

せ

ん

か
？

　

11
月
12
日
（
日
）
町
役
場
で
開
催
さ
れ

た
甲
佐
町
産
業
文
化
祭
に
甲
佐
高
校
生
た

ち
が
参
加
し
、
販
売
体
験
や
ス
テ
ー
ジ
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

甲
佐
高
校
で
は
毎
年
、
同
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
お
り
、
今
回
は
、
甲
佐
ブ
ラ
ン

ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
の
に
ら
み
そ
あ
ら

れ
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
の
販
売
体
験

を
実
施
。
生
徒
た
ち
は
、
手
作
り
の
商
品

Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を
使
い
、
売
り
子
と
し
て
販

売
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
甲
佐
高
校
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
に

よ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
で
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
顧
問
の
先
生
や
部

員
の
補
助
の
も
と
、
登
り
き
っ
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

文
化
作
品
の
展
示
場
所
で
は
、
甲
佐
高

校
美
術
部
に
よ
る
絵
画
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
足
を
止
め
、
作
品
に
見
入

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
音
楽
部
に
よ
る

バ
ン
ド
演
奏
が
実
施
。
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
囲

ま
れ
て
、
楽
し
く
充
実
し
た
販
売
や
活
動

が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

甲
佐
高
生
が
甲
佐
町
産
業
文
化
祭
に
参
加

地
域
と
交
流
し
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

▲甲佐高校生による販売体験（上）と甲佐高校音楽部
によるバンド演奏（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 09

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

  県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

詳
細
は
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
▼
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日 月 火 水 木 金 土
12/31

 

１

 元旦
 

２ ３

 年末年始閉庁日
 （12/29～）

４

 消費生活相談
 （老人いこいの家）

５

 

６

 

７

 二十歳の成人式
 （町社会教育課）

８

 
 

９

 始業式
 （町学校教育課）
 法律・人権・行政相談
 （町民センター）

10

 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

11

 ＜利用期限＞
 ふるさと応援チケット
 （町企画課）
 消費生活相談
 （老人いこいの家）
 

12

 

13

 

14

 マイナンバーカード
 休日窓口（要予約）
 （町住民生活課）

15

 行政区配達 
 （町総務課）

16 17

 認知症についての
 相談会と家族のつどい
 （町福祉課）
 

18

 消費生活相談
 （老人いこいの家）

19

 

20

 新甲佐町史歴史研修会
 （町社会教育課）

21

 

22

 心配ごと相談
 （町民センター）

23

 

24

 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）
 

25

 消費生活相談
 （老人いこいの家）

26

 

27

 

28 29

 口座振替日
 （町税務課）
 

30

 

31

 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）

2/1

 行政区配達 
 （町総務課）
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

2/2

 

2/3

 

※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R6.1 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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町からのお知らせ

不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す

■ 

一
般
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
人
工
授
精
な
ど
の

「
一
般
不
妊
治
療
」、
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

な
ど
の
「
生
殖
補
助
医
療
」
に
つ
い
て
、
保

険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
）

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助

成
す
る
費
用
は
保
険
診
療
で
あ
る
人
工
授
精

に
要
す
る
費
用
の
個
人
負
担
分
で
す
。
治
療

に
直
接
関
係
の
な
い
保
険
診
療
外
の
文
書
料

や
個
室
料
な
ど
の
費
用
は
、
助
成
の
対
象
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
助
成
金
額

　

夫
婦
１
組
に
つ
き
５
万
円
上
限

●
対
象
者

　

対
象
者
は
次
の
①
〜
⑤
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
で
す
。

①
人
工
授
精
を
受
け
た
日
か
ら
申
請
日
ま
で

　

の
間
、
法
律
上
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦

②
人
工
授
精
を
受
け
た
日
か
ら
申
請
日
ま
で

　

の
間
、
夫
婦
と
も
に
本
町
に
住
民
票
が
あ

　

り
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

③
１
回
目
の
人
工
授
精
を
受
け
た
日
の
妻
の

　

年
齢
が
41
歳
未
満
で
あ
る
人

④
人
工
授
精
を
受
け
た
夫
婦
に
町
税
そ
の
他

　

の
滞
納
が
な
い
人

⑤
医
療
保
険
各
法
に
よ
る
被
保
険
者
、
組
合

　

員
ま
た
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

●
申
請
方
法

　

助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
書
等
の
提

出
が
必
要
で
す
。
申
請
は
、
１
回
目
の
人
工

授
精
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
記
載
し
て
あ
る

必
要
書
類
と
申
請
書
を
ご
記
入
の
上
、
町
健

康
推
進
課
（
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
ま
で
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は

医
療
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
人
工
授
精
に
係

る
領
収
書
お
よ
び
明
細
書
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
健
康
推
進
課
（
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

　

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

産前産後期間相当分（４カ月分）の国民健康保険税が免除されます

　子育て世代の負担軽減、次世代育成支援の観点から、国民健康保険被保険者で出産される人の出産前後
の一定期間の国民健康保険税が免除される制度が令和６年１月から始まります。
●対象者・受付期間
・甲佐町の国民健康保険の加入者で、令和５年11月以降に出産予定または出産した人
※出産とは妊娠85日（妊娠12週）以上の分娩をいい、早産・流産・死産・人工妊娠中絶を含みます。
・出産予定日の６カ月前から届出ができます。出産後の届出も可能です。

●対象期間・・・
　単胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の前月から、出産（予定）日が属する月の翌々月
までの計４カ月分。多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の3カ月前以降、計6カ月分。

※令和５年度においては、産前産後期間のうち令和６年１月以降の期間の分だけ、保険税が減額されます。

●届出に必要なもの
・届出書、母子健康手帳など
※出産後に届出を行う場合、親子
　関係を明らかにする書類が必要です。

出産予定月

出産予定月

・単胎の人

・多胎の人

3 カ月前 2 カ月前 １カ月前 １カ月後 ２カ月後 ３カ月後

【お問い合わせ先・届出先】
・町住民生活課　☎０９６- ２３４- １１１３　（内線：１０８）
・町税務課　☎０９６- ２３４- １１１２　（内線：１１５）

詳 細 は 町 公 式
ウェブサイトを
ご覧ください▶
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I n f o r m a t i o n

20歳になったら国民年金に加入を！

国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

助
け
合
い
の
制
度
で
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
、
病
気
や
け
が

に
備
え
る
制
度
で
す
。
そ
の
制
度
の
お
か
げ

で
、
私
た
ち
は
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る

だ
け
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　

も
し
国
保
が
な
か
っ
た
ら
、
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
国
保
制
度
を
支

え
る
貴
重
な
財
源
で
あ
る
国
保
税
を
納
め
な

い
と
、
こ
の
制
度
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

■ 

国
保
の
加
入
・
脱
退
は
忘
れ
ず
に
届
け

出
ま
し
ょ
う

　

国
保
税
は
、
加
入
の
届
出
日
か
ら
で
は
な

く
、
国
保
加
入
の
資
格
を
得
た
日
か
ら
課
税

さ
れ
、
や
め
る
月
の
前
月
ま
で
計
算
さ
れ
ま

す
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
ほ
か
の
保

険
に
加
入
し
た
の
に
国
保
を
や
め
る
届
け
出

を
し
な
い
ま
ま
だ
と
、
保
険
料
と
国
保
税
を

二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■ 

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

高
額
な
医
療
費
を
負
担
す
る
前
に
限
度
額

認
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、
医
療
費
の
自
己
負

担
は
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
し
か
し
、

滞
納
が
あ
る
場
合
は
限
度
額
認
定
証
が
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
高
額
な
医
療
費
を

い
っ
た
ん
窓
口
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
滞
納
が
続
く
と
、
通
常
の
保
険

証
よ
り
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
保
険
証
」

や
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
「
資
格
証
明

書
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
資

格
証
明
書
」
は
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
、
医
療
費

は
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
支
え
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
る

国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、
国
保
税
は

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

国
保
税
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
町
指
定

の
金
融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

便
利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
８
）

　国民年金は、老後や障がいを負ったときの生活を、現役世代のみんなで支えようという考えで作られ
た仕組みです。具体的には、20歳から60歳までの人が加入し、国民年金保険料を納め続けることで、
老後や病気・けがなどで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ること
ができる制度です。
●国民年金の被保険者は３種類
　国民年金には、職業などによって3つの被保険者の種類があります。学生や自営業の人などが加入す
る第1号被保険者、会社員や公務員などが加入する第2号被保険者、第2号被保険者に扶養されている配
偶者が加入する第3号被保険者の3種類です。
●国民年金保険料免除・猶予制度
　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合、保険料の納付が「免除」または「猶予」される制度が
あります。また、学生の人は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、保険料の納
付が猶予される学生納付特例制度があります。免除または猶予を希望する場合は、申請が必要です。
●国民年金保険料は期限までに納めましょう
　国民年金保険料を未納のままにしておくと、
将来やいざというときに年金が受け取れない
ことがありますので、保険料は必ず期限までに
納めましょう。

【お問い合わせ先】
　町住民生活課
　☎０９６- ２３４- １１１３
　　（内線：１０３）
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お
知
ら
せ

税
務
署
開
設
の
申
告
相
談
会
は

熊
本
城
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す

　

熊
本
東
税
務
署
で
は
今
年
も
確
定
申
告

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
会
場
に
は
駐
車
場

が
な
い
の
で
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
相
談
期
間

　

令
和
６
年
２
月
16
日
（
金
）
〜
３
月
15

日
（
金
）

※
２
月
25
日（
日
）に
限
り
、休
日
も
開
設
。

※
会
場
へ
の
入
場
に
は
、
整
理
券
が
必
要

　

で
す
。
各
会
場
で
当
日
配
布
も
行
い
ま

　

す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
事
前
に
予
約
す

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場

　

熊
本
城
ホ
ー
ル

　
（
熊
本
市
中
央
区
桜
町
３
番
40
号
）

※
２
月
13
日
（
火
）
〜
３
月
15
日
（
金
）

　

は
、
熊
本
東
税
務
署
で
の
申
告
相
談
は

　

お
受
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
事
前
申
告
相
談
会

　

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
を
主

な
対
象
と
し
た
申
告
書
事
前
作
成
会
（
事

前
予
約
制
）
は
、
熊
本
城
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
２
月
13
日
（
火
）
〜
２
月
15

日
（
木
）

▼
ス
マ
ホ
で
申
告
書
が
作
れ
ま
す

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
所
得
税
の
確
定

申
告
書
作
成
が
可
能
で
す
。

　

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　

☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

２
月
15
日
（
木
）
か
ら
町
の

申

告

相

談

を

開

始

　

町
で
は
、
令
和
６
年
２
月
15
日
（
木
）

か
ら
町
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
今
年
は
、
例
年
よ
り
申
告
相
談
開
始
日

　

が
１
日
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
３
月
15

　

日
（
金
）
の
申
告
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
準
備
す
る
も
の

・
収
入
額
を
確
認
で
き
る
も
の

　

給
与
収
入
や
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
調
書
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
。
事
業
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
内

訳
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
所
得
控
除
額
を
確
認
で
き
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
証
明
や
、

国
民
年
金
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震

保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
な
ど

・
そ
の
ほ
か
各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

▼
申
告
期
間

　

令
和
６
年
２
月
15
日
（
木
）
〜
３
月
14

日
（
木
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研
修
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
５
）

償

却

資

産

の

申

告

は

１
月
31
日
（
水
）
ま
で
に

　

法
人
や
個
人
で
、
工
場
・
商
店
・
農
業

な
ど
の
経
営
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
業

で
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け

て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有

す
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど

を
償
却
資
産
と
い
い
、
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
（
月
）
現
在
で
償

却
資
産
を
所
有
す
る
人
は
、
期
限
ま
で
に

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧

❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

18広報 こうさ 2024.1

.RVD���B�����B���Bࡢࡋࡽࡃ᝟ሗ�LQGG����� ���������������������



資
産
の
種
類
・
取
得
価
格
な
ど
を
記
載
し

た
申
告
書
を
町
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光

発
電
設
備
も
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
本
年
度
の
提
出
期
限

　

令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
２
）

２
月
17
日
（
土
）
相
続
登
記
無
料

相

談

会

を

開

催

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と

し
て
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
程

　

令
和
６
年
２
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
開
催
場
所

　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
上
益
城
郡
御
船
町
大
字
木
倉

１
１
６
８
番
地
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
８
８
９

くらしの情報

町税などの滞納処分（11月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ４件

差 し 押 さ え 件 数 34件

公 売 回 数 １回

公 売 件 数 14件

滞納処分関連収入 590,152円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
11月 年累計

人 身 事 故 １ 11

物 損 事 故 17 168

盗 難 な ど ０ ６

11月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ＋１

原 野 11 ＋３

そ の 他 12 ０

合 計 件 数 25 ＋４
12月15日現在

fire prevention

上益城広域消費生活相談室
　消費生活トラブルの解決に向け
て、消費生活相談員が無料で相談
を受け付けています。
▶日時　午前９時～午後４時
月　益城町　☎ 096-286-3210
火　御船町　☎ 096-282-1226
水　嘉島町　☎ 096-237-1112
木　甲佐町　☎ 096-234-3223
金　山都町　☎ 0967-72-3133
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お
知
ら
せ

電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

設

置

事

業

費

補

助

　　

町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ

る
「
電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
」

に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
農
政
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者

　

甲
佐
町
内
に
農
地
を
有
す
る
者
で
、
３

戸
以
上
に
よ
る
共
同
の
取
り
組
み
を
行
う

者
。
か
つ
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
者

（
世
帯
員
も
含
む
）。

▼
補
助
対
象
経
費

　

電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
に
か

か
る
経
費
の
一
部

※
自
力
施
工
に
よ
る
も
の
と
し
、
施
工
費

　

は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限

　

１
月
10
日
（
水
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
政
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　
（
内
線
１
５
７
）

パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
数
料
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
え
ま
す

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
す

る
人
は
、
令
和
５
年
12
月
４
日
（
月
）
か

ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
手
数
料
が
支
払

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
通
り
の

収
入
印
紙
お
よ
び
収
入
証
紙
で
の
支
払
い

も
可
能
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
、
有
効
期
間
が
１

年
未
満
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
人

が
対
象
で
す
。
新
規
申
請
や
記
載
事
項
に

変
更
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
の
特
設

　

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
１
）

「
ふ
る
さ
と
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
の

利
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
の
利
用

期
限
は
、
令
和
６
年
１
月
11
日
（
木
）
で

す
。
利
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
必

ず
期
限
内
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
　
（
内
線
２
３
７
）

くらしの情報

こうさの話題

　11 月 30 日（木）熊本県県央広域本部で、「一般県
道三本松甲佐線道路整備促進期成会」（甲斐高士会長）
が県に対して、令和５年度における道路整備に関する
要望活動を行いました。美里町から甲佐町までをつな
ぐ本路線は、地域住民だけでなく通勤通学などに欠く
ことのできない生活道路でありながら幅員が狭く車両
の通行が危険な未整備区間も多いため、早急な整備
を要望しました。

▼

古
城
県
央
広
域
本
部
土
木
部
長
（
左
）
に

　

要
望
書
を
手
渡
す
甲
斐
高
士
会
長

県道三本松甲佐線の早期整備を
「三本松甲佐線道路整備促進期成会」が県に要望

「甲佐×美里」 情報定期便 美里町からのお知らせ

■お問い合わせ先
　美里町役場 美しい里創生課 観光商工係
　☎０９６４- ４７- １１１１（代表）

今年は
20メートル のやぐらを

設置！２基

詳細は　
ホームページ▶

開催日 １月 13 日（土）　正午点火
※荒天時は翌日に延期

　美里町「みどりかわ湖どんど祭り」は、日本の伝
統文化であるどんど焼きを後世に残そうと始められ
た行事です。町内から切り出した孟宗竹、稲わらな
どで、巨大なやぐらを組み上げます！

美里町 からの お知らせ「甲佐×美里」 情報定期便

日本最大級の炎の祭典！
みどりかわ湖どんど祭り
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オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会
な
ど
を

開

催

し

ま

す

　
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県

支
部
が
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
保
有
者
）
の
人
お
よ
び
家
族
の
人

を
対
象
に
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
（
人
工
肛
門
な

ど
の
手
入
れ
の
仕
方
）
な
ど
に
つ
い
て
相

談
会
を
行
い
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
開
催
日
程

　

令
和
６
年
１
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
受
付
時
間
午
後

１
時
15
分
〜
）

▼
開
催
場
所

　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
第

三
会
議
室
（
上
益
城
郡
御
船
町
木
倉

１
１
６
８
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本

県
支
部
事
務
局

　

☎
０
９
６
‐
２
０
６
‐
３
３
３
０

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
な
ど

に
よ
り
、
歩
行
者
な
ど
に
損
害
が
発
生
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
人

は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

難
病
患
者
・
家
族
の
交
流
会
に

参

加

し

ま

せ

ん

か
？

　

難
病
の
患
者
さ
ん
や
家
族
を
対
象
と
し

た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
病
気
の
こ
と

や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

の
こ
と
、
好
き
な
こ
と
な
ど
、
皆
さ
ん
と

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
感

染
症
に
関
す
る
講
話
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
開
催
日
程

　

令
和
６
年
２
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
開
催
場
所

　

御
船
保
健
所　

大
会
議
室

▼
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所
保
健
予
防
課

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

く
ら
し
安
全

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　　　

１
１
０
番
は
、「
緊
急
通
報
ダ
イ
ヤ

ル
」
で
す
。

　

１
１
０
番
通
報
す
る
際
は
、「
何
が

あ
っ
た
の
か
（
事
件
か
事
故
か
）」、「
い

つ
」、「
ど
こ
で
」、「
犯
人
の
人
相
、
着
衣
、

逃
走
方
向
、
車
の
特
徴
」、「
被
害
の
状
況
、

被
害
品
」、「
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
」
な
ど
を
落
ち
着
い
て
係
員
に
お

話
し
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
の
場
合
は
途
切
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
立
ち
止
ま
っ
て
か

ら
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
（
運
転
し
な

が
ら
の
通
話
は
で
き
ま
せ
ん
）。
ま
た
通

報
場
所
の
市
町
村
名
と
目
標
物
な
ど
を
正

確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

通
話
終
了
後
は
、
１
１
０
番
セ
ン
タ
ー

か
ら
不
明
な
点
を
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
電
源
を
切
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
最
後
に
非
通
知
の
人
は
、

電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報
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﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

人
遠
か

　

見
ゆ
っ
と
角
で
曲
が
ら
し
た 

広
田
み
ど
り

人
遠
か

　

ま
あ
だ
カ
ー
テ
ン
閉
め
と
ら
す 

下
山　

千
恵

人
遠
か

　

忘
年
会
も
お
呼
び
な
し

 

志
垣　
　

光

人
遠
か

　

旦
那
と
だ
け
は
喋
り
き
る 

佐
藤　
　

葵

人
遠
か

　

近
所
づ
き
あ
い
し
て
は
い
よ 

平
井
や
よ
い

人
遠
か

　

寄
附
と
い
う
た
ら
値
切
り
よ
る 

光
永　
　

六

人
遠
か

　

嫁
も
貰
え
ず
一
人
鍋

 

井
元
あ
ざ
み

人
遠
か

　

孫
に
恋
人
出
来
っ
ど
か 

日
高　

美
里

人
遠
か

　

彼
女
争
い
負
け
て
か
ら 

上
田　

梅
清

人
遠
か

　

飲
み
友
達
も
居
な
く
な
り 

中
村　

南
幸

人
遠
か

　

通
夜
に
も
参
る
者
ン
の
無
ァ 

北
川　

直
美

﹇
短
歌
﹈ 

塚
原
暁
益 

選

校
庭
の
銀
杏
の
葉
の
色
づ
き
て

夕
日
に
映
え
て
心
和
ま
す 

赤
星　

文
子

ふ
と
見
れ
ば
沈
丁
花
に
は
蕾
ふ
え

日
ご
と
膨
ら
み
春
を
迎
え
る 

緒
方　

明
美

道
の
辺
の
か
さ
か
さ
落
葉
冬
告
げ
て

風
の
吹
く
ま
ま
行
き
つ
戻
り
つ 

吉
永
由
紀
子

頂
き
し
旬
の
野
菜
の
香
り
た
ち

さ
び
し
き
夕
餉
豊
か
に
し
を
り 

内
田
乃
武
子

カ
レ
ン
ダ
ー
剥
が
れ
て
残
る
一
枚
に 

過
ぎ
行
く
日
々
に
棒
線
を
引
く 

赤
星　

延
子

夫
逝
き
て
一
年
が
過
ぎ
仏
前
に

供
え
し
百
合
の
仄
か
に
匂
う 

池
田
キ
ヨ
子

「
晩
秋
」
と
文
字
に
し
た
れ
ば
ロ
マ
ン
あ
り

吾
人
生
の
晩
秋
ぞ
ゆ
く 

塚
原　

暁
益

literary work
うたごよみ　～睦月～

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

※
「
人
遠
か
」
は
、
甲
佐
弁
で
「
人
見
知
り
が
激
し
い
」
の
意
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【作り方】
①ダイコンはさっと洗い、厚めのいちょう切

りにする。シメジは下処理をして２～３本
ずつの小房にする。

②長ネギは小口切りにする。
③鍋を熱したら、ゴマ油を入れ②のネギを香

りが立つまで炒めた後、①を加えさっと炒
め水を加える。

④③の水が沸騰したら顆粒かつおだしを加え
味噌を溶き、納豆と食べやすく切った豆腐
を加え、ひと煮立ちしたら出来上がりです。
好みで唐辛子を添えましょう。

納豆汁

　納豆汁はタンパク質をはじめ脂質・ビタミン・カルシウム・葉酸・食物繊
維などの栄養が豊富です。
　寒い日には「鍋」となりますが、栄養的には十分とは言えません。その点
納豆汁には、「疲労回復」や「老化防止」「美肌効果」などの健康効果があり
ます。そして、なんといっても体の芯から温まります。これは納豆のねばり
成分のおかげだって、ご存じですか？寒い夜にいかがですか。

【材料（４人分）】
納 豆　 ……　100～150 ㌘
ダイコン　………　１/ ２本
シメジ　…………　１パック
長ネギ　………………　１本
豆腐　…………………　１丁
味噌　………　大さじ２～３
顆粒かつおだし　…………　
　　　　　　　　大さじ1.5
水　………………　４カップ
ゴマ油　…………　小さじ１

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
11月11日（土）～12月10日（日）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・細川　隆志様　　北海道
・影山　康子様　　長野県
・多々良晃弘様　　東京都
・坂口みゆき様　　福岡県
　　　　　　　　ほか多数

▶令和５年度寄附金額合計
　  　　15億3431万円
　　　　　（11月30日現在）

■お問い合わせ
　町企画課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
津志田 宮内キミエ 93 キミエ
早　川 塚本　勝則 69 みづほ
下横田 吉村　孝義 87 敬　子
豊　内 上村　忠義 85 忠　義
早　川 佐藤多惠子 97 多惠子
上早川 岩本　幸惠 88 正明

ほか７人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名
夫 下横田 村田　早聡
妻 下横田 守田はづき［

今月の出生児　０人

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
取
材
を
通
し
て

「
こ
の
ま
ち
の
た
め
に
」
と
行
動
を

起
こ
す
人
た
ち
と
出
会
い
、
た
く
さ

ん
の
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
今
月
号
で
は
山
椒
を
通
じ
て
、
こ

の
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
と
頑
張
る
、

宮
内
地
区
山
椒
生
産
組
合
の
田
上
組

合
長
と
佐
藤
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

取
材
す
る
な
か
で
、
山
椒
の
こ
と
を

笑
顔
で
お
話
し
す
る
お
二
人
の
姿
を

見
て
、
本
当
に
山
椒
の
こ
と
が
好
き

と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
材
で
山
椒
が
調
味
料
や

ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
ま
だ
食
べ
た
こ
と
の
な
い
も
の

ば
か
り
で
す
の
で
、
正
月
に
食
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
志
）
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「
高
齢
化
が
進
む
宮
内
地
区
を

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
」
と
話
す

の
は
宮
内
地
区
山
椒
生
産
組
合
長

の
田
上
菊
夫
さ
ん
（
谷
内
区
）。

　

宮
内
地
区
山
椒
生
産
組
合
は
、

平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
、
同

６
月
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け

た
宮
内
地
区
の
農
地
で
新
た
な
特

産
物
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
平

成
31
年
３
月
に
発
足
。
翌
年
、
地

元
農
家
20
人
で
ぶ
ど
う
山
椒
の
栽

培
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
令
和

５
年
11
月
に
は
、
同
組
合
と
漢
方

薬
大
手
「
株
式
会
社
ツ
ム
ラ
」
と

甲
佐
町
で
包
括
連
携
協
定
を
締

結
。
今
後
は
生
産
者
の
拡
大
や
山

椒
の
加
工
場
の
設
置
も
予
定
し
て

お
り
、
地
域
雇
用
の
創
出
が
期
待

さ
れ
る
。

　

田
上
さ
ん
が
組
合
長
に
就
任
し

た
の
は
同
組
合
が
発
足
し
た
平
成

31
年
３
月
。
豪
雨
災
害
で
多
く
の

田
畑
が
流
さ
れ
、
高
齢
者
が
多
い

こ
の
地
域
で
は
、
田
畑
を
復
旧
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
耕
作
を
断
念

す
る
農
家
が
多
数
出
た
と
い
う
。

災
害
後
、
地
域
の
復
旧
に
力
を
注

い
で
い
た
と
き
に
、
当
時
、
宮
内

地
区
の
代
表
区
長
で
あ
っ
た
田
上

さ
ん
に
佐
藤
直
樹
さ
ん（
広
瀬
区
）

が
山
椒
栽
培
を
提
案
。
鳥
獣
被
害

が
少
な
く
、
国
産
品
は
希
少
と
い

う
「
ぶ
ど
う
山
椒
」
に
田
上
さ
ん

も
賛
同
し
、
地
域
復
興
の
勝
算
を

見
い
だ
し
た
。「
こ
の
地
域
の
た

め
に
頑
張
り
た
い
と
い
う
佐
藤
さ

ん
の
熱
意
も
あ
り
、
山
椒
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
対

し
て
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
地
域
の
た
め
に
山
椒
栽

培
を
私
が
先
導
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」
と

組
合
の
発
足
、
組
合
長
に
就
任
し

た
き
っ
か
け
を
話
す
。

　

山
椒
は
土
地
に
よ
っ
て
は
成
長

速
度
が
遅
く
、
繊
細
な
植
物
の
た

め
栽
培
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と

話
す
田
上
さ
ん
。「
栽
培
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
な
く
手
探
り
で
始
め
ま
し

た
。
宮
内
地
区
の
山
間
地
域
に
似

た
山
椒
栽
培
地
の
視
察
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。
生
産
者
の
多
く
は
高

齢
者
で
す
が
、み
ん
な
で
協
力
し
、

育
て
方
を
模
索
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

宮
内
地
区
の
山
椒
は
昨
年
か
ら

収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
栽

培
か
ら
４
年
目
の
今
年
度
、
約

１
０
０
㌔
の
実
が
収
穫
さ
れ
た
。

山
椒
栽
培
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た

反
面
、
苗
木
不
足
や
生
産
者
が
増

え
な
い
な
ど
の
課
題
が
で
て
き

た
。「
ツ
ム
ラ
社
に
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
、
苗
木
不
足
も
、
ツ
ム

ラ
社
か
ら
の
貸
与
に
よ
り
解
決
の

道
筋
が
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町

や
ツ
ム
ラ
社
と
共
同
で
開
催
し
た

説
明
会
に
も
町
内
か
ら
多
く
の
参

加
者
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
宮
内

地
区
だ
け
で
な
く
町
内
全
域
へ
山

椒
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。
近
隣
の
地
域
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
一
大
産
地
と
な

れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
田

上
さ
ん
は
、
山
椒
を
通
じ
て
甲
佐

を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
。

山
椒
で
被
災
農
地
の
復
興

町
全
体
の
活
性
化
へ

Kosa
Style
こうさ スタイル

たのうえ きくお / 宮内地区山
椒生産組合長。平成28年４月
の熊本地震、同６月の豪雨災害
をきっかけに同組合を設立。山
椒の産地化を目指す。

〔谷内区〕

広
報
こ
う
さ

2024
January
N
o.654

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FA

X　
096-234-3964

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.kosa.lg.jp/

田上 菊夫さん
Tanoue Kikuo
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